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はじめに 

積雪期におけるエゾシカ（Cervus nippon yesoensis）の食害が東京大学北
海道演習林において目立つようになって久しい。これまでの調査から当地に

生息するエゾシカはオヒョウ、ミズキ、ツリバナなどに対して高い嗜好性を

示すことがわかってきた。エゾシカの越冬地ではこれらの樹種の食害は激烈

を極め、局所的には絶滅も危惧される。それに留まらず、これまで嗜好性が

低いと考えられていた樹種にも被害が拡大してきている。何らの防除手段も

講じずにこのまま放置すれば、一帯の植生構成を大きく変化させ、生態系の

バランスを大きく崩してしまうことが危惧される。長期的な生態系の安定に

は適正な頭数管理の概念は欠かせないと思われるが、現在進行しつつある被

食圧から、一時的であるにしても逃れる方策を講じることはきわめて重要な

ことであろう。抜本的な解決策を待つ間にも、母樹となる大径木も確実に失

われつつある。少なくとも母樹を林内に確保する方策は講じておかなくては

ならない。 

近年、獣害防除の目的で、造林苗をヘキサチューブ（ハイトカルチャ（株））

というプラスチック製のチューブで覆う技術が実用化され、日本においても

１００万本の出荷が成されたと聞いている。この様に高く評価されている物

理的防除法は、施した個体への防除効果の確実性が高いと思われる。今回試

験に用いた不織布（ザバーン, デュポン(株)）はヘキサチューブ同様に物理

的に獣害から樹木を防除するものである。ヘキサチューブは苗の防除には適

しているが、１ｍ級の母樹には用い難いと考えられる。ザバーンはポリプロ

ピレンの不織布で、その最大の特徴は大径木にも適用できる柔軟性にある。

軽量で作業性が良く、胸高直径が１ｍにもなるオヒョウなどの大径木にも簡

単に巻くことが出来る。柔軟な素材であるにも関わらず、２．５ｃｍ幅でプ

リーツが付けられているために、筒状に留めるだけで自立する。この様な特

徴から、林内に適当な配置で母樹を選択的に残す手段としての利用法が考え

られる。 

今回の試験は実際に立木試験に適用するに先立って、演者らがシカの嗜好性

試験などに用いているカフェテリア試験により不織布（ザバーン）のシカ食

害防除に対する効果を評価することを目的とした。立木を用いた試験では、

シカが来なかったために喰われなかったことと、シカが来たにも関わらず喰

われなかったこととを区別することが困難である。つまり、「喰われなかっ

た」ことが、「シカが喰おうとしても喰えなかった、あるいは喰わなかった」

ことを意味しない。今回用いたカフェテリア試験ではその問題は解決されて

いる。 
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試験結果 

左：コントロール 

中：黒ザバーン 

右：白ザバーン 

コントロールは倒され喰われた。 

ザバーンは黒白ともに喰われなかった 

             

 

 

  オヒョウ大径木の被害 

 

試験方法 
積雪期シカは沢沿いに集団

数のシカが行動する場を選定

の多い道の端にシカの餌場を

と西達布川本流試験地（９８

してから３日間観察を行った

新しいコントロールを設置し

はシカの嗜好性が最も高いオ

とを試験成立の条件とした。

ロールが喰われていなければ

プロピレン製で６８ｇ／ｍ２

ーでの留め方は５ｃｍ間隔と

また、ザバーンの色は白と黒

隔は１０ｃｍとし、色は区別

 オヒョウの１ｍ長の丸太

み、ザバーンを巻かないコン

試験体の元を２０ｃｍ雪中に

 

結果と考察 

カフェテリア試験の成立状況
2月23日 2月24日 2月25日 3月13日

岩１ ○ ○ ○ ○
岩３ ○ ○ ○ ○
岩６ － － － －
岩７ ○ ○ ○ ×
本１ ○ × × ×
本２ － － － －
本４ － － － ○
本５ × × × ○
本６ － － － ×
本８ － － － －
本９ － － － －
本10 － － － －
成立率  4/5  3/5  3/5  4/7

 
都合８４セットのうち、試

において、ザバーンの上から

は破られておらず、樹皮に軽

ットではザバーンで包んだ試

った。これらの結果はザバー

るというものであった。しか

か？この試験を計画した当初

毛嫌いするとは考えていなか

とするが、物理的防除に阻ま

を多く観察することになろう

はならず、攻撃された事例は

の試験で喰われなかった原因

果」だったのだろうか。シカ

り得ることである。その時こ

う。 

今後もカフェテリア試験を

バーンを設置し、その効果を
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3月14日 3月15日 3月16日 3月17日 3月18日 3月19日 3月20日 3月21日

○ ○ × ○ ○ － － －
○ ○ ○ × ○ － － －
－ － × ○ ○ × × ×
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